
(57)【要約】

【課題】本発明は、先端排出部からの空気の侵入と、外

套管内からの液体の漏出を防止し、侵入した空気の除去

作業を不要として作業性の向上を得られるとともに、液

体の無駄な消費を抑制して経済的負担が少なくてすむ内

視鏡用処置具を提供する。

【解決手段】チューブ４内に収容され側孔８を有する中

空針６をチューブ先端から突没自在に駆動するワイヤー

５と、チューブ基端に取付けられ液体をチューブを介し

て中空針先端から供出自在な口金部材１１と、中空針の

側孔より先端側に設けられ中空針外周面と外套管内壁と

を水密に保つ第１の水密部材９と、口金部材内壁とワイ

ヤーとを水密に保つ第２の水密部材１５を有する内視鏡

用注射針であり、ワイヤーの中途部に設けられる封止部

材１３および中空針の外套管先端からの突没駆動にとも

なって封止部材が挿脱され口金部材と中空針との間で液

体の流通を開閉自在に遮断するオリフィス１７ａとから

なる遮断手段を備えた。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 部 に 液 体 流 通 路 を 備 え た 外 套 管 と 、
　 こ の 外 套 管 の 先 端 に 突 没 自 在 に 収 容 さ れ 、 前 記 液 体 流 通 路 先 端 に 接 続 さ れ る 先 端 排 出 部
と 、
　 前 記 外 套 管 の 手 元 部 に 設 け ら れ 、 前 記 先 端 排 出 部 を 外 套 管 の 先 端 か ら 突 没 操 作 可 能 な 操
作 手 段 と 、
　 前 記 外 套 管 に 設 け ら れ る と と も に 前 記 液 体 流 通 路 に 連 通 さ れ 、 液 体 流 通 路 を 介 し て 液 体
を 先 端 排 出 部 に 供 給 す る 液 体 供 給 手 段 と 、
　 前 記 液 体 流 通 路 に 設 け ら れ 、 前 記 操 作 手 段 へ の 操 作 に と も な っ て 液 体 の 流 通 を 開 閉 自 在
と す る 遮 断 手 段 と
を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 先 端 排 出 部 は 中 空 針 で あ り 、 こ の 中 空 針 を 収 容 す る 前 記 外 套 管 は 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ
ル 内 に 挿 通 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 遮 断 手 段 は 、 前 記 操 作 手 段 を 操 作 し て 中 空 針 を 前 記 外 套 管 内 に 収 納 す る 状 態 で の み
、 液 体 流 通 路 に お け る 液 体 の 流 通 を 遮 断 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 処
置 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 操 作 手 段 は 、 前 記 中 空 針 に 連 結 す る ワ イ ヤ ー を 備 え 、
　 前 記 遮 断 手 段 は 、 前 記 ワ イ ヤ ー の 中 途 部 に 設 け ら れ る 弾 性 材 か ら な る 封 止 部 材 お よ び 、
ワ イ ヤ ー の 中 空 針 に 対 す る 動 作 に と も な い 前 記 封 止 部 材 が 挿 脱 し て 液 体 流 通 路 の 開 閉 を な
す オ リ フ ィ ス と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 外 套 管 と 、 こ の 外 套 管 内 に 収 容 さ れ 側 孔 を 有 す る 中 空 針 と 、 こ の 中 空 針 に 連 結 さ れ 中 空
針 を 外 套 管 先 端 か ら 突 没 自 在 に 駆 動 す る ワ イ ヤ ー と 、 前 記 外 套 管 の 基 端 に 取 付 け ら れ 液 体
を 外 套 管 内 と 中 空 針 側 孔 を 介 し て 中 空 針 先 端 か ら 供 出 自 在 な 口 金 部 材 と 、 前 記 中 空 針 の 側
孔 よ り 先 端 側 に 設 け ら れ 中 空 針 外 周 面 と 外 套 管 内 壁 と を 水 密 に 保 つ 先 端 水 密 手 段 と 、 前 記
口 金 部 材 内 壁 と ワ イ ヤ ー と を 水 密 に 保 つ 手 元 水 密 手 段 を 有 す る 内 視 鏡 用 注 射 針 を 構 成 し 、
　 前 記 ワ イ ヤ ー の 中 途 部 に 設 け ら れ る 封 止 部 材 と 、
　 前 記 中 空 針 の 外 套 管 先 端 か ら の 突 没 駆 動 に と も な っ て 前 記 封 止 部 材 が 挿 脱 さ れ 、 前 記 口
金 部 材 と 中 空 針 と の 間 で 液 体 の 流 通 を 開 閉 自 在 に 遮 断 す る オ リ フ ィ ス と を 具 備 す る こ と を
特 徴 と す る 内 視 鏡 用 処 置 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル を 通 じ て 体 腔 内 に 導 入 し 、 体 腔 内 の 組 織 部 位 に 薬 液 を 注
射 す る た め の 内 視 鏡 用 注 射 針 で あ る 内 視 鏡 用 処 置 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ［ 特 許 文 献 １ ］ に は 、 内 チ ュ ー ブ を 介 し て 、 経 内 視 鏡 的 に 組 織 ま た は 血 管 に 各 種 薬 液 を
注 入 す る た め の 内 視 鏡 用 注 射 針 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 使 用 方 法 と し て 、 内 チ ュ ー ブ 手 元
の 口 金 に シ リ ン ジ を 取 付 け 、 内 チ ュ ー ブ 内 に 使 用 薬 液 を 満 た す 。 そ し て 、 内 視 鏡 用 注 射 針
を 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 入 し 、 内 視 鏡 先 端 か ら チ ュ ー ブ 先 端 を 突 き 出 し た あ と 、 外 チ
ュ ー ブ に 対 し て 内 チ ュ ー ブ を 突 き 出 し 、 内 チ ュ ー ブ 先 端 に 設 け ら れ る 針 体 を 組 織 ま た は 血
管 に 穿 刺 し 、 シ リ ン ジ を 押 す こ と に よ り 組 織 ま た は 血 管 に 薬 液 を 注 入 で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ５ ８ ０ ０ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 述 の 内 視 鏡 用 注 射 針 で は 、 内 視 鏡 チ ャ ン ネ ル へ の 挿 入 前 に 薬 液 を 内 チ ュ ー ブ に 満 た す
こ と に よ り 、 内 チ ュ ー ブ 内 の 空 気 を 排 除 で き る 。 し か し な が ら 、 そ の あ と の 取 扱 い や 内 視
鏡 チ ャ ン ネ ル へ の 挿 入 作 業 中 に お い て 、 内 チ ュ ー ブ 内 に 空 気 が 侵 入 し た り 、 逆 に 内 チ ュ ー
ブ 内 の 薬 液 が 針 先 か ら 漏 れ 出 て し ま う と い う 問 題 が あ る 。 　
　 具 体 的 に 説 明 す る と 、 図 ４ （ Ａ ） は シ リ ン ジ Ｓ か ら 薬 液 Ｙ を 注 入 し 、 針 Ｎ に 連 結 さ れ る
薬 液 管 腔 Ｅ に 薬 液 Ｙ を 満 た し た 状 態 を 示 し て い る 。 こ の と き の シ リ ン ジ Ｓ の 基 準 位 置 を Ｌ
線 に て 現 す 。 図 ４ （ Ｂ ） に 示 す よ う に シ リ ン ジ Ｓ の 位 置 が 何 ら か の 理 由 に よ っ て 基 準 位 置
Ｌ よ り 下 が る と 、 大 気 圧 の 影 響 で 薬 液 管 腔 Ｅ に 満 た さ れ て い る 薬 液 Ｙ は 操 作 部 側 へ 移 動 し
て シ リ ン ジ Ｓ の プ ラ ン ジ ャ ー Ｐ を 押 し 上 げ る 。 こ の 際 、 薬 液 管 腔 Ｅ 先 端 の 針 Ｎ 内 に 空 気 Ｒ
が 侵 入 し て し ま う 。 ま た 、 図 ４ （ Ｂ ） の 状 態 と は 逆 に 、 図 ４ （ Ｃ ） に 示 す よ う に シ リ ン ジ
Ｓ の 位 置 が 基 準 線 Ｌ よ り も 上 が る と 、 大 気 圧 の 影 響 で 薬 液 Ｙ は シ リ ン ジ Ｓ の プ ラ ン ジ ャ ー
Ｐ を 引 き 込 む と と も に 、 薬 液 Ｙ は 針 Ｎ 先 端 か ら 溢 れ 出 て し ま う 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う に し て 、 大 気 圧 と の 関 係 で シ リ ン ジ Ｓ の 基 準 位 置 Ｌ か ら シ リ ン ジ Ｓ を 上 下 さ せ
た だ け で 、 薬 液 管 腔 Ｅ に 対 す る 薬 液 Ｙ の 状 態 が 変 化 し て し ま う 。 針 Ｎ お よ び 薬 液 管 腔 Ｅ 内
に 空 気 Ｒ が 侵 入 し た 場 合 は 、 針 Ｎ を 組 織 ま た は 血 管 に 穿 刺 す る 直 前 に シ リ ン ジ Ｓ を 押 し て
内 部 空 気 を 押 し 出 す 必 要 が あ り 、 穿 刺 回 数 が 多 い 状 態 （ 手 術 ） で は 極 め て 面 倒 な 作 業 と な
る 。 　
　 そ し て こ の と き 、 針 Ｎ 先 か ら 空 気 だ け を 押 し 出 す こ と は 到 底 不 可 能 で あ り 、 薬 液 Ｙ も 同
時 に 押 し 出 す こ と に な っ て 、 薬 液 を 無 駄 に 消 費 し て し ま う ば か り で な く 、 白 衣 や 床 等 を 汚
す こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 先 端 排 出 部
か ら の 空 気 の 侵 入 お よ び 外 套 管 か ら の 液 体 の 漏 出 を 防 止 し て 、 侵 入 し た 空 気 の 除 去 作 業 を
不 要 化 す る と と も に 、 液 体 を 無 駄 に 使 う こ と に よ る 経 済 的 負 担 の 低 減 化 を 図 り 、 液 漏 れ に
よ る 白 衣 、 床 等 を 汚 す こ と の な い 内 視 鏡 用 処 置 具 を 提 供 し よ う と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 目 的 を 満 足 す る た め 本 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 請 求 項 １ と し て 、 内 部 に 液 体 流 通
路 を 備 え た 外 套 管 と 、 こ の 外 套 管 の 先 端 に 突 没 自 在 に 収 容 さ れ 液 体 流 通 路 先 端 に 接 続 さ れ
る 先 端 排 出 部 と 、 外 套 管 の 手 元 部 に 設 け ら れ 先 端 排 出 部 を 外 套 管 の 先 端 か ら 突 没 操 作 可 能
な 操 作 手 段 と 、 外 套 管 に 設 け ら れ る と と も に 液 体 流 通 路 に 連 通 さ れ 液 体 流 通 路 を 介 し て 液
体 を 先 端 排 出 部 に 供 給 す る 液 体 供 給 手 段 と 、 液 体 流 通 路 に 設 け ら れ 操 作 手 段 へ の 操 作 に と
も な っ て 液 体 の 流 通 を 開 閉 自 在 と す る 遮 断 手 段 と を 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ と し て 、 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て 前 記 先 端 排 出 部 は 中 空 針 で あ
り 、 こ の 中 空 針 を 収 容 す る 外 套 管 は 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル 内 に 挿 通 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 。 　
　 請 求 項 ３ と し て 、 請 求 項 ２ 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て 前 記 遮 断 手 段 は 、 操 作 手 段 を
操 作 し て 中 空 針 を 前 記 外 套 管 内 に 収 納 す る 状 態 で の み 、 液 体 流 通 路 に お け る 液 体 の 流 通 を
遮 断 す る こ と を 特 徴 と す る 。 　
　 請 求 項 ４ と し て 、 請 求 項 ３ 記 載 の 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て 前 記 操 作 手 段 は 中 空 針 に 連 結
す る ワ イ ヤ ー を 備 え 、 前 記 遮 断 手 段 は ワ イ ヤ ー の 中 途 部 に 設 け ら れ る 弾 性 材 か ら な る 封 止
部 材 お よ び ワ イ ヤ ー の 中 空 針 に 対 す る 動 作 に と も な い 封 止 部 材 が 挿 脱 し て 液 体 流 通 路 の 開
閉 を な す オ リ フ ィ ス と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 満 足 す る た め 本 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 は 、 請 求 項 ５ と し て 、 外 套 管 と 、 こ の
外 套 管 内 に 収 容 さ れ 側 孔 を 有 す る 中 空 針 と 、 こ の 中 空 針 に 連 結 さ れ 中 空 針 を 外 套 管 先 端 か
ら 突 没 自 在 に 駆 動 す る ワ イ ヤ ー と 、 外 套 管 の 基 端 に 取 付 け ら れ 液 体 を 外 套 管 内 と 中 空 針 側
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孔 を 介 し て 中 空 針 先 端 か ら 供 出 自 在 な 口 金 部 材 と 、 中 空 針 の 側 孔 よ り 先 端 側 に 設 け ら れ 中
空 針 外 周 面 と 外 套 管 内 壁 と を 水 密 に 保 つ 先 端 水 密 手 段 と 、 口 金 部 材 内 壁 と ワ イ ヤ ー と を 水
密 に 保 つ 手 元 水 密 手 段 を 有 す る 内 視 鏡 用 注 射 針 を 構 成 し 、 前 記 ワ イ ヤ ー の 中 途 部 に 設 け ら
れ る 封 止 部 材 と 、 前 記 中 空 針 の 外 套 管 先 端 か ら の 突 没 駆 動 に と も な っ て 前 記 封 止 部 材 が 挿
脱 さ れ 口 金 部 材 と 中 空 針 と の 間 で 液 体 の 流 通 を 開 閉 自 在 に 遮 断 す る オ リ フ ィ ス と を 具 備 す
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 １ な い し 請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 液 体 を 外 套 管 で あ る チ ュ ー ブ 内 に 充 填 さ せ て
か ら 先 端 排 出 部 で あ る 中 空 針 を 収 納 す る と 、 同 時 に 、 液 体 供 給 手 段 を な す シ リ ン ジ と 中 空
針 先 端 開 口 と の 間 に 形 成 さ れ る 液 体 流 通 路 を 遮 断 し て 、 中 空 針 先 端 開 口 と は 反 対 側 で あ る
操 作 手 段 側 を 閉 塞 端 と な す 。 　
　 し た が っ て 、 内 視 鏡 挿 入 時 な ど の 取 扱 い 時 に チ ュ ー ブ 先 端 開 口 と シ リ ン ジ と の 相 対 高 さ
が 変 化 し て も 、 チ ュ ー ブ 先 端 開 口 に か か る 大 気 圧 変 化 の 影 響 を 受 け る こ と が な い 。 つ ま り
、 シ リ ン ジ と 組 合 わ さ れ る プ ラ ン ジ ャ ー が 押 し 戻 さ れ た り 、 引 き 込 ま れ た り す る こ と が な
く な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 従 来 、 患 部 を 中 空 針 で 穿 刺 す る 前 に 行 っ て い た 中 空 針 先 端 の 空 気 を 除 去 す
る 面 倒 な 作 業 が 不 要 と な り 、 か つ 取 扱 い 中 に 中 空 針 先 端 か ら 液 体 が 漏 れ 出 る こ と も な く 、
液 体 で あ る 薬 液 の 無 駄 な 消 費 を 防 止 す る 経 済 的 な メ リ ッ ト を 有 し 、 漏 れ た 薬 液 に よ っ て 白
衣 や 床 を 汚 す と い う 問 題 も 防 止 で き る 。 　
　 さ ら に 、 中 空 針 を チ ュ ー ブ 内 に 引 き 込 む 動 作 に と も な い 、 チ ュ ー ブ 先 端 に 空 気 層 を 存 在
さ せ る の で 、 内 視 鏡 チ ャ ン ネ ル 内 に 薬 液 、 体 液 や 血 液 等 が 残 存 し て い て も 、 チ ュ ー ブ 内 に
満 た さ れ た 薬 液 と は 前 記 空 気 層 に よ り 隔 て ら れ 、 両 者 が 混 ざ り 合 っ て し ま う こ と は な い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 先 端 排 出 部 か ら の 空 気 の 侵 入 と 、 外 套 管 内 か ら の 液 体 の 漏 出 を 防 止 し
、 侵 入 し た 空 気 の 除 去 作 業 を 不 要 と し て 作 業 性 の 向 上 を 得 ら れ る と と も に 、 液 体 の 無 駄 な
消 費 を 抑 制 し て 経 済 的 負 担 が 少 な く て す む な ど の 効 果 を 奏 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 処 置 具 を 内 視 鏡 用 注 射 針 に 適 用 し 、 図 １ な い し 図 ３ に も と づ い
て 説 明 す る 。 　
　 図 １ お よ び 図 ２ は 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に お け る 内 視 鏡 用 注 射 針 の 一 部 を 省 略 し た 断 面
図 、 図 ３ は 同 実 施 の 形 態 に お け る 内 視 鏡 用 注 射 針 先 端 の 断 面 図 で あ る 。 　
　 そ し て 、 図 １ は 先 端 排 出 部 で あ る 中 空 針 ６ が 外 套 管 で あ る チ ュ ー ブ ４ 内 に 収 納 さ れ た 状
態 を 示 す 図 、 図 ２ は 中 空 針 ６ 先 端 が チ ュ ー ブ ４ か ら 突 出 し た 状 態 を 示 す 図 、 図 ３ は チ ュ ー
ブ 先 端 に 空 気 層 Ｋ が 形 成 さ れ た 状 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 内 視 鏡 用 処 置 具 と し て の 内 視 鏡 用 注 射 針 は 、 先 端 針 部 １ 、 挿 入 部 ２ 、 操 作 手 段 を 構 成 す
る 操 作 部 ３ と か ら 構 成 さ れ る 。 　
　 前 記 挿 入 部 ２ は 、 た と え ば フ ッ 素 系 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン も し く は ポ リ ア ミ ド 等 の 弾 性 を
有 す る 合 成 樹 脂 材 か ら な る チ ュ ー ブ ４ と 、 こ の チ ュ ー ブ ４ 内 に 配 設 さ れ 、 チ ュ ー ブ ４ と 相
対 的 に 移 動 が 可 能 な ス テ ン レ ス 鋼 材 等 か ら な る ワ イ ヤ ー ５ （ 単 線 ま た は 撚 り 線 ） と を 備 え
て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 先 端 針 部 １ は 、 チ ュ ー ブ ４ の 先 端 部 に お い て 、 ワ イ ヤ ー ５ 先 端 に 溶 接 や カ シ メ 等 で
接 合 さ れ た 中 空 針 ６ と 、 こ の 中 空 針 ６ 外 周 面 に 溶 接 や カ シ メ 等 の 加 工 に よ り 接 合 さ れ た パ
イ プ 状 の 大 径 部 材 ７ と 、 前 記 中 空 針 ６ に お け る 大 径 部 材 ７ 基 端 か ら 中 空 針 ６ と ワ イ ヤ ー ５
と の 接 合 部 近 傍 ま で の 間 の 周 面 部 位 に 開 口 す る 側 孔 ８ と 、 大 径 部 材 ７ の 先 端 側 で 中 空 針 ６
外 周 面 に 圧 入 さ れ チ ュ ー ブ ４ 内 壁 に 対 し て 摺 接 自 在 な 先 端 水 密 手 段 で あ る 第 １ の 水 密 部 材
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９ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 チ ュ ー ブ ４ の 先 端 に は 、 中 空 針 ６ の 通 過 が 可 能 で あ り 、 か つ 大 径 部 材 ７ の 通 過 は 阻
止 す る 直 径 と な る よ う に 熱 成 形 加 工 等 に よ り 絞 ら れ た 開 口 部 ４ ａ が 設 け ら れ る 。 前 記 中 空
針 ６ の 基 端 に ワ イ ヤ ー ５ が 嵌 め 込 ま れ て 中 空 針 ６ 基 端 は 閉 成 さ れ る が 、 中 空 針 ６ の 周 面 に
側 孔 ８ が 設 け ら れ て い る の で 、 側 孔 ８ と 中 空 針 先 端 開 口 部 １ ０ と は 液 体 が 流 通 で き る 。 前
記 第 １ の 水 密 部 材 ９ の 外 周 面 は 常 に チ ュ ー ブ ４ 内 壁 に 接 し 、 中 空 針 ６ 外 周 面 と チ ュ ー ブ ４
内 壁 と の 間 の 水 密 を 確 保 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 操 作 部 ３ は 、 チ ュ ー ブ ４ 基 端 に 水 密 状 態 に 取 付 け ら れ た 口 金 部 材 １ １ と 、 こ の 口 金
部 材 １ １ の 内 部 管 腔 を 通 り 、 口 金 部 材 １ １ 基 端 か ら 突 出 す る ワ イ ヤ ー ５ 基 端 に 取 付 け 固 定
さ れ る 操 作 手 段 で あ る ス ラ イ ダ ー １ ２ と 、 口 金 部 材 １ １ 内 の ワ イ ヤ ー ５ 周 面 に 取 付 け ら れ
遮 断 手 段 を 構 成 す る 封 止 部 材 １ ３ と 、 口 金 部 材 １ １ と ス ラ イ ダ ー １ ２ と の 間 に 介 設 さ れ 、
口 金 部 材 １ １ か ら ス ラ イ ダ ー １ ２ を 離 間 す る 方 向 に 弾 性 的 に 付 勢 す る ば ね 部 材 １ ４ お よ び
、 口 金 部 材 １ １ 基 端 内 面 に 配 置 さ れ 、 ワ イ ヤ ー ５ と 口 金 部 材 １ １ 内 面 と の 間 を 水 密 状 態 と
す る 手 元 水 密 手 段 で あ る 第 ２ の 水 密 部 材 １ ５ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 口 金 部 材 １ １ は 中 空 部 品 で あ っ て 、 そ の 先 端 部 は チ ュ ー ブ ４ に 取 付 け ら れ 、 チ ュ ー
ブ ４ に 対 し て 液 体 が 自 在 に 流 通 で き る 。 口 金 部 材 １ １ の 内 部 管 腔 は 、 中 央 付 近 で 分 岐 さ れ
、 分 岐 さ れ た 管 腔 の 末 端 部 に は 口 金 部 １ ６ が 設 け ら れ る 。 こ の 口 金 部 １ ６ に 、 液 体 供 給 手
段 を 構 成 す る シ リ ン ジ ２ ０ が 取 付 け ら れ る 。 　
　 ま た 、 口 金 部 材 １ １ の 内 部 管 腔 の 分 岐 部 分 よ り 先 端 側 に は 、 前 記 ワ イ ヤ ー ５ に 対 し て は
ク リ ア ラ ン ス を 有 し 、 か つ 前 記 封 止 部 材 １ ３ は 通 過 で き な い よ う 寸 法 設 定 さ れ た オ リ フ ィ
ス １ ７ ｂ を 有 す る 受 け 部 １ ７ が 一 体 に 設 け ら れ る 。 前 記 封 止 部 材 １ ３ と オ リ フ ィ ス １ ７ と
で 遮 断 手 段 が 構 成 さ れ て い て 、 こ れ ら 封 止 部 材 １ ３ と オ リ フ ィ ス １ ７ ｂ と の 相 対 的 な 関 係
は 、 以 下 に 述 べ る と お り で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 す な わ ち 、 図 １ の 状 態 か ら ス ラ イ ダ ー １ ２ を ば ね 部 材 １ ４ の 弾 性 力 に 抗 し て 先 端 側 へ 押
し 出 し 、 図 ２ に 示 す よ う に 中 空 針 ６ 先 端 を チ ュ ー ブ ４ の 先 端 開 口 部 ４ ａ か ら 突 き 出 す と 、
封 止 部 材 １ ３ が 受 け 部 １ ７ か ら 離 間 し て オ リ フ ィ ス １ ７ ｂ が 開 放 さ れ る 。 し た が っ て 、 シ
リ ン ジ ２ ０ か ら 口 金 部 材 １ １ の 内 部 管 腔 と 受 け 部 １ ７ の オ リ フ ィ ス １ ７ ｂ と 、 チ ュ ー ブ ４
内 部 お よ び 中 空 針 ６ の 側 孔 ８ を 介 し て 中 空 針 先 端 開 口 部 １ ０ に 亘 り 液 体 の 流 通 が 自 在 と な
る 液 体 流 通 路 Ａ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 図 ２ の 状 態 か ら 図 １ に 示 す よ う に 、 ス ラ イ ダ ー １ ２ に 対 し て ば ね 部 材 １ ４ の 弾 性
復 帰 力 を 最 大 限 作 用 さ せ 、 ス ラ イ ダ ー １ ２ を 最 大 限 手 元 側 に 引 き 出 し た 位 置 に 戻 す と 、 同
時 に ワ イ ヤ ー ５ が 移 動 し て 中 空 針 ６ は チ ュ ー ブ ４ に 完 全 収 納 さ れ る 。 そ し て 、 封 止 部 材 １
３ が 受 け 部 １ ７ に 押 し 付 け ら れ 、 か つ ば ね 部 材 １ ４ の 弾 性 復 帰 力 の 影 響 で 封 止 部 材 １ ３ の
一 部 が 圧 潰 変 形 し な が ら オ リ フ ィ ス １ ７ ｂ 内 に 強 制 的 に 挿 入 さ れ 、 そ の 状 態 を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の こ と か ら 、 封 止 部 材 １ ３ は ワ イ ヤ ー ５ と と も に 受 け 部 １ ７ の オ リ フ ィ ス １ ７ ｂ を 完
全 閉 塞 し 、 口 金 部 材 １ １ 内 は 受 け 部 １ ７ を 境 と し て 両 側 部 位 が 隔 別 さ れ る 。 内 視 鏡 用 注 射
針 全 体 と し て 見 る と 、 シ リ ン ジ ２ ０ と 中 空 針 先 端 開 口 部 １ ０ と の 間 に 形 成 さ れ る 液 体 流 通
路 Ａ が 遮 断 さ れ 、 液 体 の 流 通 が 規 制 さ れ る 。 　
　 前 記 封 止 部 材 １ ３ は 、 確 実 に 圧 潰 変 形 し て オ リ フ ィ ス １ ７ ｂ を 完 全 閉 塞 し 液 体 を 確 実 に
遮 断 で き る よ う 、 弾 性 材 を 採 用 す る の が 好 ま し い 。 ま た 、 口 金 部 材 １ ３ 基 端 に は 、 ス ラ イ
ダ ー １ ２ を 押 し 込 ん だ と き に そ の 位 置 を 確 実 に 保 持 す る た め に 、 口 金 部 材 １ ３ と ス ラ イ ダ
ー １ ２ が 押 し 込 ん だ 状 態 で 螺 合 す る よ う 、 口 金 部 材 １ １ に は 雄 ね じ １ ８ が 設 け ら れ 、 ス ラ
イ ダ ー １ ２ 側 に は 雌 ね じ １ ９ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
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　 こ の よ う に し て 構 成 さ れ る 内 視 鏡 用 注 射 針 で あ り 、 ス ラ イ ダ ー １ ２ を ば ね 部 材 １ ４ の 弾
性 力 に 抗 し て 口 金 部 材 １ １ 側 へ 押 し 込 み 、 押 し 込 ん だ 状 態 で ス ラ イ ダ ー １ ２ を 回 転 さ せ て
、 ス ラ イ ダ ー １ ２ を 口 金 部 材 １ １ に ね じ 込 む 。 こ れ に よ り 、 ス ラ イ ダ ー １ ２ と 口 金 部 材 １
１ と の 位 置 が 相 対 的 に 固 定 さ れ 、 チ ュ ー ブ ４ 先 端 か ら 中 空 針 ６ が 突 き 出 た 状 態 が 保 持 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 前 記 封 止 部 材 １ ３ は 受 け 部 １ ７ か ら 離 間 し て オ リ フ ィ ス １ ７ ｂ が 開 放 さ れ 、 シ リ ン ジ ２
０ と 中 空 針 ６ の 先 端 開 口 部 １ ０ と の 間 に 液 体 流 通 路 Ａ が 確 保 さ れ て 液 体 の 流 通 が 可 能 と な
る 。 こ の 状 態 で 、 口 金 部 １ ６ に 液 体 で あ る 薬 液 を 満 た し た シ リ ン ジ ２ ０ を 取 付 け 、 シ リ ン
ジ ２ ０ に 備 え た プ ラ ン ジ ャ ー ２ １ を 押 圧 し て 薬 液 を チ ュ ー ブ ４ 内 に 送 り 込 む 。 中 空 針 ６ 先
端 か ら 薬 液 が 出 て く る ま で プ ラ ン ジ ャ ー ２ １ を 押 し 込 み 、 チ ュ ー ブ ４ 内 を 薬 液 で 充 満 さ せ
る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 す な わ ち 、 シ リ ン ジ ２ ０ か ら 送 り 込 ま れ る 薬 液 は 、 口 金 部 材 １ １ か ら チ ュ ー ブ ４ と 中 空
針 ６ の 側 孔 ８ お よ び 中 空 針 ６ 内 を 経 由 し て 、 中 空 針 ６ の 先 端 開 口 部 １ ０ ま で 満 た さ れ る 。
こ の と き 、 第 １ の 水 密 部 材 ９ お よ び 第 ２ の 水 密 部 材 １ ５ を 備 え て い る の で 、 中 空 針 ６ と チ
ュ ー ブ ４ 内 壁 と の 間 、 お よ び 口 金 部 材 １ １ 内 壁 と ワ イ ヤ ー ５ と の 間 が 水 密 状 態 と な り 、 薬
液 が 中 空 針 先 端 開 口 部 １ ０ 以 外 の 部 分 か ら 外 部 に 漏 れ 出 る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 シ リ ン ジ ２ ０ か ら チ ュ ー ブ ４ へ 必 要 量 の 薬 液 を 送 り 出 し た あ と は 、 ス ラ イ ダ ー １ ２ を 逆
方 向 に 回 転 さ せ て 口 金 部 材 １ １ と の 螺 合 を 解 除 す る 。 こ れ に よ り 、 ば ね 部 材 １ ４ の 弾 性 復
帰 力 が 作 用 し て ス ラ イ ダ ー １ ２ は 手 元 側 に 戻 さ れ る 。 同 時 に 、 ス ラ イ ダ ー １ ２ に 連 結 さ れ
る ワ イ ヤ ー ５ 部 分 が 第 ２ の 水 密 部 材 １ ５ で 形 成 さ れ る チ ュ ー ブ ４ 内 の 管 腔 か ら 引 き 出 さ れ
、 チ ュ ー ブ ４ 内 の 体 積 が 増 え る 。 こ れ に 対 し て 、 チ ュ ー ブ ４ 内 の 薬 液 体 積 は 変 わ ら な い か
ら 、 空 気 の 最 も 入 り 易 い チ ュ ー ブ ４ 先 端 か ら 増 え た 体 積 分 の 空 気 が 侵 入 し 、 図 ４ に 示 す よ
う に チ ュ ー ブ ４ 先 端 に 空 気 層 Ｋ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 さ ら に 、 ば ね 部 材 １ ４ が 最 大 限 伸 張 し て ス ラ イ ダ ー １ ２ が 最 大 限 、 手 前 側 に 押 し 戻 さ れ
る と 、 ワ イ ヤ ー ５ に 取 付 け ら れ た 封 止 部 材 １ ３ は 受 け 部 １ ７ に 押 し 付 け ら れ て オ リ フ ィ ス
１ ７ ｂ を 完 全 閉 塞 し 、 よ っ て シ リ ン ジ ２ ０ と 中 空 針 先 端 開 口 部 １ ０ と の 間 に 形 成 さ れ て い
た 液 体 流 通 路 Ａ が 遮 断 さ れ る 。 こ れ に よ り 中 空 針 先 端 開 口 部 １ ０ と は 逆 側 の 端 部 が 、 プ ラ
ン ジ ャ ー ２ １ の 可 動 端 で は な く な っ て 、 閉 鎖 端 に 変 わ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 つ ぎ に 、 図 示 し な い 内 視 鏡 チ ャ ン ネ ル 内 に 本 発 明 の 内 視 鏡 用 注 射 針 を 挿 入 し 、 か つ 内 視
鏡 先 端 か ら チ ュ ー ブ ４ 先 端 を 突 き 出 す 。 そ の あ と 、 ス ラ イ ダ ー １ ２ を 口 金 部 材 １ １ に 対 し
て 押 し 込 み 、 中 空 針 ６ 先 端 を チ ュ ー ブ ４ 先 端 か ら 突 出 さ せ る 。 さ ら に 、 ス ラ イ ダ ー １ ２ を
押 し 込 ん で 口 金 部 材 １ １ に 螺 合 さ せ 、 中 空 針 ６ 先 端 が チ ュ ー ブ ４ の 先 端 開 口 部 ４ ａ か ら 突
出 す る 状 態 を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 前 記 ス ラ イ ダ ー １ ２ を 押 し 込 む こ と に よ り 、 第 ２ の 水 密 部 材 １ ５ の 手 前 側 に 位 置
し て い た ワ イ ヤ ー ５ 一 部 が 、 第 ２ の 水 密 部 材 １ ５ を 通 過 し て 薬 液 で 満 た さ れ た 口 金 部 材 １
１ お よ び チ ュ ー ブ ４ の 管 腔 内 に 押 し 込 ま れ る 。 こ れ に よ り 、 口 金 部 材 １ １ お よ び チ ュ ー ブ
４ の 液 体 管 腔 体 積 が 減 少 し 、 チ ュ ー ブ ４ 先 端 に 存 在 し 空 気 層 Ｋ を 形 成 し て い た 空 気 が チ ュ
ー ブ ４ の 先 端 開 口 部 ４ ａ か ら 押 し 出 さ れ て 、 チ ュ ー ブ ４ 内 は 完 全 に 薬 液 で 満 た さ れ る 。 同
時 に 、 封 止 部 材 １ ３ は 受 け 部 １ ７ か ら 離 間 し て オ リ フ ィ ス １ ７ ｂ を 開 放 す る の で 、 シ リ ン
ジ ２ ０ と 中 空 針 先 端 開 口 部 １ ０ と の 間 の 液 体 流 通 路 Ａ が 確 保 さ れ て 薬 液 が 流 通 可 能 と な る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の よ う に し た あ と 、 チ ュ ー ブ ４ 先 端 か ら 突 出 す る 中 空 針 ６ を 患 部 に 穿 刺 し 、 シ リ ン ジ
２ ０ に 備 え ら れ る プ ラ ン ジ ャ ー ２ １ を 押 し 込 ん で 、 中 空 針 ６ か ら 患 部 に 薬 液 を 注 入 す る 。
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適 量 の 薬 液 注 入 が 終 了 し た ら ス ラ イ ダ ー １ ２ を 引 き 、 中 空 針 ６ を チ ュ ー ブ ４ 内 に 収 納 す る
。 複 数 か 所 へ の 穿 刺 ・ 薬 液 注 入 が 必 要 な 場 合 は 、 こ の 動 作 を 複 数 回 繰 り 返 す 。 そ れ か ら 、
内 視 鏡 手 元 か ら 導 出 し て い る チ ュ ー ブ ４ を 引 き 抜 き 、 内 視 鏡 用 注 射 針 を 内 視 鏡 か ら 抜 去 る
。 ま た 、 薬 液 が 足 り な い 場 合 は 、 薬 液 を 満 た し た 新 た な シ リ ン ジ ２ ０ に 付 け 変 え る こ と も
あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に お け る 内 視 鏡 用 注 射 針 は 、 中 空 針 ６ を チ ュ ー ブ ４ 内 に 収 納
し て 封 止 部 材 １ ３ が 口 金 部 材 １ １ の 受 け 部 １ ７ に 設 け ら れ る オ リ フ ィ ス １ ７ ｂ を 閉 塞 す る
こ と に よ り 、 シ リ ン ジ ２ ０ と 中 空 針 先 端 開 口 部 １ ０ と の 間 に 形 成 さ れ る 液 体 流 通 路 Ａ を 遮
断 す る 。 　
　 つ ま り 、 中 空 針 先 端 開 口 部 １ ０ と 反 対 側 の 端 部 は 閉 鎖 端 と な る た め 、 チ ュ ー ブ ４ の 先 端
開 口 部 ４ ａ と シ リ ン ジ ２ ０ の プ ラ ン ジ ャ ー ２ １ 面 と の 相 対 高 さ が 内 視 鏡 へ の 挿 入 な ど 取 扱
い 時 に 変 化 し て も 、 チ ュ ー ブ 先 端 開 口 部 ４ ａ に か か る 大 気 圧 の 影 響 を 受 け ず 、 プ ラ ン ジ ャ
ー ２ １ が 押 し 戻 さ れ た り 、 引 き 込 ま れ た り す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 し た が っ て 、 こ れ ま で 患 部 を 穿 刺 す る 前 に 行 っ て い た 注 射 針 か ら 空 気 を 除 去 す る た め の
面 倒 な 作 業 が 不 要 と な り 、 し か も 除 去 す る 空 気 と と も に 高 価 な 薬 液 が 排 出 さ れ て し ま う よ
う な こ と も な く 、 経 済 的 な メ リ ッ ト が 出 る 。 そ し て 、 取 扱 い 中 に 薬 液 が 無 駄 に 漏 れ 出 る こ
と も な く 、 か つ 漏 れ 出 た 薬 液 に よ っ て 白 衣 や 床 等 を 汚 す こ と い う 問 題 の 発 生 も な い 。 　
　 ま た 、 内 視 鏡 治 療 に お い て は 随 時 、 体 腔 内 の 薬 液 や 、 体 液 あ る い は 血 液 等 を 除 去 す る 作
業 が 行 わ れ て い る 。 こ の 場 合 、 内 視 鏡 チ ャ ン ネ ル を 介 し た 吸 引 作 用 に よ り 行 わ れ る の で 、
内 視 鏡 チ ャ ン ネ ル 内 に 薬 液 や 体 液 あ る い は 血 液 等 が 残 存 す る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 一 般 的 な 注 射 針 の よ う に チ ュ ー ブ 先 端 に 空 気 層 Ｋ が 存 在 し な い 場 合 は 、 内 視 鏡 チ ャ ン ネ
ル 内 に 残 存 す る 薬 液 、 体 液 、 血 液 等 と 、 チ ュ ー ブ 内 に 満 た さ れ た 薬 液 と が 接 液 し て し ま い
、 液 体 同 士 で あ る が 故 に 容 易 に 両 者 が 混 在 す る 虞 れ が あ る 。 　
　 こ れ に 対 し て 本 発 明 の 内 視 鏡 用 注 射 針 を 用 い れ ば 、 中 空 針 ６ を チ ュ ー ブ ４ 内 に 引 き 込 む
動 作 に と も な い 、 チ ュ ー ブ ４ 先 端 に 空 気 層 Ｋ が 存 在 す る 。 そ の た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 注
射 針 の 先 端 が 内 視 鏡 チ ャ ン ネ 内 に 残 存 す る 他 の 薬 液 や 体 液 や 血 液 等 に 接 触 す る よ う な こ と
が あ っ て も 、 こ れ ら と チ ュ ー ブ ４ 内 に 満 た さ れ た 薬 液 と は チ ュ ー ブ ４ 先 端 の 空 気 層 Ｋ に よ
っ て 隔 て ら れ 、 両 者 が 混 在 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 ス ラ イ ダ ー １ ２ と 口 金 部 材 １ １ と の 間 に ば ね 部 材 １ ４ が 介 設 さ れ て い る た め 、 内
視 鏡 用 注 射 針 を 内 視 鏡 チ ャ ン ネ ル へ 挿 入 す る 際 に チ ュ ー ブ ４ に 外 力 が 加 わ っ て も 、 封 止 部
材 １ ３ が 受 け 部 １ ７ に 確 実 に 押 し 付 け ら れ る 状 態 を 保 持 で き 、 空 気 の 侵 入 な ど を 確 実 に 防
止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 は 上 述 の 実 施 例 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 他 の 装 置 等 、 本 発 明 の 趣 旨 を
逸 脱 し な い 範 囲 で 種 々 変 形 実 施 で き る こ と は 勿 論 で あ る 。 　
　 つ ぎ に 、 本 発 明 の 他 の 特 徴 的 な 技 術 事 項 を 下 記 の 通 り 付 記 す る 。 　
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 記 　
（ 付 記 項 １ ） 　 液 体 を 体 腔 内 に 送 出 す る 内 視 鏡 用 処 置 具 に お い て 、 手 元 送 り 出 し 手 段 と 、
先 端 排 出 口 と の 間 に 、 遮 断 手 段 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。 　
（ 付 記 項 ２ ） 　 付 記 項 １ に お い て 、 内 視 鏡 用 処 置 具 は 内 視 鏡 用 注 射 針 で あ る こ と を 特 徴 と
す る 。 　
（ 付 記 項 ３ ） 　 付 記 項 ２ に お い て 、 内 視 鏡 用 注 射 針 は 、 可 撓 性 の 外 套 管 と 中 空 針 を 有 し 、
中 空 針 が 外 套 管 に 対 し て 、 突 没 自 在 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。 　
（ 付 記 項 ４ ） 　 付 記 項 ３ に お い て 、 中 空 針 が 外 套 管 内 に 収 納 さ れ た 状 態 で の み 手 元 送 り 出
し 手 段 と 先 端 排 出 口 と の 間 が 遮 断 手 段 に よ り 液 体 流 れ が 遮 断 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。 　
（ 付 記 項 ５ ） 　 付 記 項 ４ に お い て 、 遮 断 手 段 は 中 空 針 を 外 套 内 に 引 き 込 む 動 作 で な さ れ る
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こ と を 特 徴 と す る 。 　
（ 付 記 項 ６ ） 　 付 記 項 ５ に お い て 、 中 空 針 を 外 套 内 に 引 き 込 む 動 作 に よ り 、 針 駆 動 用 の ワ
イ ヤ ー に 取 付 ら れ た 弾 性 部 材 が 液 体 管 腔 の 一 部 に 密 着 す る こ と で 、 手 元 送 り 出 し 手 段 と 先
端 排 出 口 と の 間 が 遮 断 手 段 に よ り 液 体 流 れ が 遮 断 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。 　
（ 付 記 項 ７ ） 　 付 記 項 ３ に お い て 、 中 空 針 が 外 套 管 内 に 収 納 さ れ た 状 態 で 、 外 套 先 端 に 空
気 層 を 作 り 出 す こ と を 特 徴 と す る 。 　
（ 付 記 項 ８ ） 　 付 記 項 ３ ～ ６ に お い て 、 内 視 鏡 用 注 射 針 は 、 外 套 と 、 側 孔 を 有 す る 中 空 針
と 、 中 空 針 の 手 元 に 取 付 ら れ 中 空 針 を 外 套 に 対 し て 突 没 自 在 に 駆 動 す る ワ イ ヤ ー と 、 外 套
基 端 に 取 付 ら れ た 口 金 部 材 と か ら な り 、 中 空 針 の 側 孔 よ り 先 端 側 で 中 空 針 外 周 と 外 套 内 面
と を 水 密 に 保 つ 先 端 水 密 手 段 と 、 口 金 部 材 内 面 と ワ イ ヤ ー と を 水 密 に 保 つ 手 元 水 密 手 段 を
有 す る も の で あ り 、 ワ イ ヤ ー を 手 元 水 密 手 段 に 対 し て 手 前 に 引 く こ と に よ り 、 外 套 内 面 の
空 間 の 体 積 を 増 加 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 。 　
（ 付 記 項 ９ ） 　 付 記 項 ８ の ワ イ ヤ ー を 手 前 側 に 引 く 動 作 は 、 中 空 針 を 外 套 内 に 引 き 込 む 動
作 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。 　
（ 付 記 項 １ ０ ） 　 前 記 遮 断 手 段 が 、 前 記 可 撓 性 シ ー ス 内 若 し く は 操 作 部 本 体 内 に 設 け ら れ
た オ リ フ ィ ス と 、 前 記 操 作 ワ イ ヤ ー に 固 定 さ れ 、 前 記 オ リ フ ィ ス よ り も 先 端 側 に 配 置 さ れ
た 前 記 オ リ フ ィ ス に 嵌 合 可 能 な 封 止 部 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 付 記 項 ５ の 内 視 鏡 用 処 置
具 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に お け る 一 実 施 の 形 態 を 示 す 、 中 空 針 が チ ュ ー ブ 内 に 収 納 さ れ た 状 態 の 、
内 視 鏡 用 注 射 針 の 一 部 を 省 略 し た 全 体 の 断 面 図 。
【 図 ２ 】 同 実 施 の 形 態 に 係 る 、 中 空 針 が チ ュ ー ブ か ら 突 出 し た 状 態 の 、 内 視 鏡 用 注 射 針 の
一 部 を 省 略 し た 全 体 の 断 面 図 。
【 図 ３ 】 同 実 施 の 形 態 に 係 る 、 チ ュ ー ブ 先 端 に 空 気 層 Ｋ を 備 え た 状 態 の 、 内 視 鏡 用 注 射 針
先 端 の 断 面 図 。
【 図 ４ 】 従 来 の 内 視 鏡 用 注 射 針 に お け る シ リ ン ジ の 位 置 に 対 す る 薬 液 管 腔 先 端 の 状 態 を 説
明 す る 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 Ａ … 液 体 流 通 路 、 ４ … チ ュ ー ブ （ 外 套 管 ） 、 ６ … 中 空 針 （ 先 端 排 出 部 ） 、 １ ２ … ス ラ イ
ダ ー 、 ５ … ワ イ ヤ ー 、 ２ ０ … シ リ ン ジ 、 ２ １ … プ ラ ン ジ ャ ー 、 １ ３ … 封 止 部 材 、 １ ７ ａ …
オ リ フ ィ ス 、 ８ … （ 中 空 針 の ） 側 孔 、 １ １ … 口 金 部 材 、 ９ … 第 １ の 水 密 部 材 （ 先 端 水 密 手
段 ） 、 １ ５ … 第 ２ の 水 密 部 材 （ 手 元 水 密 手 段 ） 。
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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摘要(译)

要解决的问题：为防止空气从尖端排出部件侵入和液体从外管泄漏，通
过消除去除侵入空气和浪费液体的工作来提高可加工性。 （ZH）提供一
种用于内窥镜的治疗工具，该工具消耗较少且经济负担较小。 电线
（5）用于驱动容纳在具有侧孔（8）的管（4）中的中空针（6）以从管
尖端突出和缩回，并且液体附接到管基端以从中空针尖端通过管分配液
体。 吹口构件11，设置在中空针的侧孔的顶端侧以保持中空针的外周面
和外管的内壁水密的第一水密构件9，以及保持吹口构件的内壁和金属丝
水密的第二水密构件。 具有水密部件15的内窥镜用注射针，其中，根据
设置在金属丝和中空针的中部的密封部件13从外管的尖端和吹口部件的
驱动，将密封部件插入/取下。 孔口17a用于打开和关闭空心针和空心针
之间的液体流动。 [选型图]图1
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